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DEVELOPMENT OF TRADING SLIP
した素材の体積比率が A、炭素固定量が 250kg-C/m 3 であり、工場-1 （素材生産工場）から入荷した素材の体積比率が B、炭素固定量が 図１ 森林（川上）から建設現場（川下）に至る木材製品の流れを表した概念図 （注）図中の黒い網掛け部分は持続可能な森林管理が行われている森林を起源とする木材・木材製品、白い網掛け部分は持続可能な森林 管理が行われていない森林を起源とする木材・木材製品を表す。 0kg-C/m 3 である場合、工場-5（製材工場）で生産する製材品の炭素 固定量は式 1 により求めることができる。 3 (kg-C/m )=250× 0× A B A B A B                炭素固定量 ･･･式 1 ここで、250 は工場-2 が生産する素材の 1m 3 あたりの炭素固定量 (kg-C)、 0 は工場-1 が生産する素材の 1m 3 あたりの炭素固定量 (kg-C)、 A は原料に占める工場-2 の素材の体積比率、 B は原料に占める工場-1 の素材の体積比率 である。 仮に工場-5（製材工場）において工場-2（素材生産工場）から入荷 した素材のみを原料とする製材品を出荷する場合には、式 1 におい て 、 [A:B] ＝ [1.0:0] と な る の で 、 出 荷 す る 製 品 の 炭 素 固 定 量 は 250(kg-C/m 3 )と計算される。また、仮に、工場-1（素材生産工場）と 工場-2（素材生産工場）から入荷した素材を半分ずつ原料として使 用して製材品を製造した場合は、[A:B]＝[0.5:0.5]となるので、工場 -5（製材工場）から出荷される製材品の炭素固定量は 125(kg-C/m 3 ) と計算される。 一方、工場-9（プレカット工場）から出荷されるプレカット材の 炭素固定量は、納入される製材品の原料が全て森林認証材であるの で 250(kg-C/m 3 )となる。例えば、現場-3 に工場-8（プレカット工場） と工場-9（プレカット工場）から納入されるプレカット材の体積比 率が［C:D］である場合、現場-3 に建設される建物に使用されるプ レカット材の炭素固定量は式 2 により求めることができる。 3 (kg-C/m )=125× 250× C D C D C D                炭素固定量 ･･･式 2 ここで、125 は森林認証材 50%と非森林認証材 50%を原料として 工場-8 において生産されたプレカット材 1m 3 あたりの炭 素固定量(kg-C)、 250 は工場-9 で生産されるプレカット材 1m 3 あたりの炭 素固定量(kg-C)、 C は現場に搬入される工場-8 のプレカット材の体積比率、 D は現場に搬入される工場-9 のプレカット材の体積比率 である。 2.3 エンボディ CO 2 の算定方法 各木材製品のエンボディ CO 2 は、個々の製品が製造されるまでに 製造の川上側で排出した CO 2 の総量とした。すなわち、川上側にお いて、製造工程と輸送過程で排出する CO 2 の総量とした。なお、エ ンボディ CO 2 の計算にあたっては、製品に加工された原料分のみを 加算し、残端材となった原料分は加算しないこととした。 例えば、工場-1（素材生産工場）から出荷される素材のエンボデ ィ CO 2 （CO 2 製品（工場-1） ）は式 3 により求めることとした。 2 -1 2 2 2 -1 -1 -1 -1 CO =CO CO CO 製品（工場 ） 製品（林地 ） 製造（工場 ） 輸送（林地 →工場 ） ＋ ＋ ･･･式 3 ここで、CO 2 製品（林地-1） は林地-1 で原木 1m 3 を伐採する際に排出す る CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 )、 CO 2 輸送（林地-1→工場-1） は林地-1 で伐採した原木 1m 3 を工場 -1 に輸送する際に排出する CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 )、 CO 2 製造（工場-1） は、工場-1 で素材 1m 3 を製造する際に排出 する CO2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 ) である。 また、2 カ所以上から調達した原料を用いて製造した製品のエン ボディ CO 2 については、原料の使用比率に応じて、各原料のエンボ ディ CO 2 を体積按分して算出することとした。 例えば、工場-5（製材工場）から出荷される製材品のエンボディ CO 2 （CO 2 製品（工場-5） ）は、仮に原料に、工場-1（素材生産工場）で製 造された素材と工場-2（素材生産工場）で製造された素材を［E:F］ の割合で使用した場合には、式 4 を用いて求められる。 2 -5 2 2 -1 -1 -5 2 2 -2 -2 -5 2 -5 CO =(CO CO × (CO CO × +CO E E F F E F               製品（工場 ） 製品（工場 ） 輸送（工場 →工場 ） 製品（工場 ） 輸送（工場 →工場 ） 製造（工場 ） ＋ ) ＋ ＋ ) ･･･式 4 ここで、CO 2 製品（工場-1） は工場-1 で素材 1m 3 を製造する際に排出す る CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 )、 CO 2 輸送（工場-1→工場-5） は工場-1 で製造した素材 1m 3 を工場 -5 に輸送する際に排出する CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 )、 CO 2 製品（工場-2） は工場-2 で素材 1m 3 を製造する際に排出す る CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 )、 CO 2 輸送 （工場-2→工場-5） は工場-2 で製造した素材 1m 3 を工場-5 に輸送する際に排出する CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 )、 CO 2 製造（工場-5） は、工場-5 で製材 1m 3 を製造する際に排出 する CO 2 の炭素換算量(kg-C/ m 3 ) E は原料のうち工場-1 で製造された素材の体積比率、 図２ 炭素収支計算プログラムを用いて各業種（事業体）が行う作業の概要
